
　法句経第 133 番には、こう教えが説かれ
てあります。

　「粗（そあら）なる  言葉をなすなかれ  言
われたるもの  また  汝にかえさん  いかりに
出づる言葉は  げに  くるしみなり  返杖（仕
返し）かならず  汝の身にいたらん」

　人の心を傷つけるような荒い言葉を吐いて
はならない、という教えです。吐けば必ず返
ってくるのだから、という戒めでもあります。
本当にこの通りで、私たちは寄ると触るとす
ぐに他者を批判し、干渉し、その人の前で不
用意な言葉を吐き出してしまうこともあるの
です。どんな小さな言葉でも言われた本人の
心は大きく傷ついてしまうということもあり
ましょう。そんなつもりで言ったのではない
と後から弁解したところで、もう間に合わな
いのです。相手の心の深いところを傷つけて
しまった言葉は、決して元に戻ることがあり
ません。「返杖（しかえし）かならず  汝の身
にいたらん」とあるように、他者を傷つけた
粗（そあら）な言葉というものは、よりきつ
い言葉となって、あるいは姿形を変えてでも

荒い言葉を吐かない



返ってくるものなのですね。よく昔から「天にむ
かってつばを吐くがごとし」とか「風上に向かっ
て塵を投ずるがごとし」などといっております 
が、これは皆、自分の口から出た言葉、自分の行
った行為などの結果が自分のところに返されてく
ることを言っています。このことは私にとっても
重い自戒の教えです。
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９，    除夜の鐘・１２月３１日２３時より
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「社会福祉法人三心会」の運営と経営
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宗費還付、両祖忌、利息その他
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